
第
５
回
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い

て
は
、
実
行
委
員
会
で
検
討

準
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
全
容
が
固
ま
っ
た
。

午
前
10
時
か
ら
絵
手
紙
体

験
教
室
が
第
２
講
義
室
で
開

催
さ
れ
る
。

10
時
30
分
か
ら
サ
ー
ク
ル

お
お
み
や
主
催
の
名
作
オ
ペ

ラ
「
サ
ロ
メ
」
の
D
V
D
鑑

賞
会
が
第
1
講
義
室
で
。

同
じ
く
10
時
30
分
か
ら
熟

年
会
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
教
室

が
初
心
者
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
を
中
心
に
し

て
実
習
室
で
開
催
。

午
後
1
時
か
ら
は
C
S
C

交
流
会
と
熟
年
会
共
催
で
槇

大
輔
氏
の
語
座
公
演
が
講
堂

で
開
催
さ
れ
る
。
槇
さ
ん
は

N
H
K
を
は
じ
め
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
で
大
活
躍
さ
れ
て
い

る
方
で
、
演
目
は
『
羅
生
門
』

『
蕗
問
答
』
。

午
後
3
時
15
分
か
ら
は
サ
ー

ク
ル
お
お
み
や
主
催
の
映
画

「
失
わ
れ
た
週
末
」
の
鑑
賞

会
が
第
1
講
義
室
で
開
催
さ

れ
る
。

講
堂
で
は
、
午
前
10
時
15

分
か
ら
ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
ク

ラ
ブ
主
催
の
「
社
交
ダ
ン
ス

を
体
験
し
よ
う
」
を
開
催
。

同
じ
く
講
堂
で
12
時
か
ら

健
康
体
操
研
究
会
の
健
康
体

操
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
開
催
。

同
じ
く
午
後
13
時
45
分
か

ら
の
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
の
オ
カ

リ
ナ
演
奏
も
放
送
大
学
学
歌

を
は
じ
め
名
曲
の
数
々
を
演

奏
す
る
。

午
後
3
時
か
ら
開
催
の
公

開
講
演
会
は
、
本
学
の
二
宮

副
学
長
に
よ
る
「
世
界
か
ら

み
る
日
本
の
教
育
」
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。

楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
が
連

続
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
大
勢
の

参
加
が
望
ま
れ
る
。

な
お
、
2
日
間
を
通
し
て
、

学
生
、
同
窓
生
等
の
絵
画
、

写
真
、
書
道
そ
の
他
の
作
品

が
展
示
さ
れ
る
。
バ
ザ
ー
会

場
で
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
も
楽

し
み
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル
紹
介

や
茶
席
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

る
。フ

ェ
ス
タ
の
最
後
を
飾
る

の
は
、
賛
助
券
所
持
者
の
交

流
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ
る
。
プ

ロ
の
奏
者
に
よ
る
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
演
奏
、
川
柳
大
会
等
多

彩
な
趣
向
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
年
に
1
回
の
教
職
員
、

同
窓
生
、
学
生
が
一
堂
に
会

し
て
交
流
で
き
る
場
で
あ
る
、

大
勢
の
参
加
を
期
待
し
た
い
。

フ
ェ
ス
タ
は
今
回
で
５
回

目
で
あ
る
が
会
を
重
ね
る
程

に
、
新
し
い
企
画
が
生
ま
れ
、

ま
す
ま
す
楽
し
い
も
の
に
な
っ

て
る
。
大
勢
の
学
生
、
同
窓

生
が
参
加
さ
れ
交
流
を
深
め

て
も
ら
い
た
い
。
さ
ら
に
地

域
の
方
々
に
も
お
出
で
い
た

だ
き
。
放
送
大
学
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

願
っ
て
い
る
。

（
注
）
フ
ェ
ス
タ
の
経
費
は

賛
助
券
の
販
売
（
カ
ン
パ
）

で
賄
わ
れ
て
い
る
。
賛
助
券

は
一
枚
千
円
で
、
各
サ
ー
ク

ル
を
通
じ
て
販
売
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、
当
日
も
フ
ェ
ス
タ

会
場
の
受
付
で
販
売
し
て
い

る
の
で
で
き
る
だ
け
多
く
の

方
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

9
月
25
日
（
日
）
午
前
11

時
か
ら
、
学
習
セ
ン
タ
ー
8

Ｆ
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
23

年
度
第
1
学
期
の
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式
が
行
わ
れ
る
。

卒
業
生
は
、
93
名
（
学
部
91

名
・
大
学
院
2
名
）
で
、
併

せ
て
生
涯
学
習
奨
励
賞
の
授

与
も
行
わ
れ
る
予
定
。
な
お
、

式
終
了
後
、
同
窓
会
主
催
に

よ
る
祝
賀
会
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

第
2
学
期
の
入
学
者
の
集

い
は
、
10
月
2
日
（
日
）
午

後
1
時
30
分
か
ら
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
8
Ｆ
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
出
願
者
ベ
ー
ス

で
す
が
、
集
計
に
よ
る
と
全

国
で
の
出
願
者
数
は
、
約
二

万
五
千
百
六
十
名
、
埼
玉
学

習
セ
ン
タ
ー
の
所
属
の
出
願

者
は
、
一
千
十
二
名
で
昨
年

度
同
期
よ
り
約
80
名
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
終
了
後
は
、
例
年
通

り
学
習
相
談
、
各
サ
ー
ク
ル

紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
度
の
学
生
研
修
旅
行

に
つ
い
て
は
、
前
号
で
ご
案

内
し
た
と
お
り
、
11
月
10
日

（
木
）
に
実
施
し
ま
す
。
場

所
は
、
川
越
・
高
麗
川
方
面

の
歴
史
施
設
な
ど
を
巡
り
ま

す
。
参
加
希
望
の
方
は
、
事

務
室
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
参
加
者
は
、
必
ず

「
学
生
教
育
研
究
災
害
傷
害

保
険
」
へ
の
加
入
を
し
て
下

さ
い
。
募
集
人
数
は
、
30
名

（
初
め
て
の
方
優
先
）
、
先

着
順
。

放
送
大
学
三
郷
校
（
再
視
聴

施
設
）
開
校

県
内
で
2
つ
目
と
な
る
再

視
聴
施
設
、
放
送
大
学
三
郷

校
が
、
10
月
1
日
（
土
）
開

校
す
る
。

場
所
は
、
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

新
三
郷
駅
か
ら
徒
歩
10
分
の

三
郷
市
立
瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー

2
階
。
開
校
記
念
式
典
は
、

午
前
10
時
か
ら
行
わ
れ
、
式

典
終
了
後
10
時
30
分
か
ら
菅

野
所
長
に
よ
る
記
念
講
演

演
題
「
ア
メ
リ
カ
の
高
齢
者

の
住
む
街
─
リ
タ
イ
ア
メ
ン

ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
─
」
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
講
演

の
申
込
は
不
要
で
す
。
詳
細

は
、
三
郷
市
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
〇
四
八
ー
九
三

〇
ー
七
七
五
九
）
ま
で
。

放
送
大
学
秩
父
地
域
在
住

学
生
対
象
「
サ
ロ
ン
」
及
び

「
意
見
交
換
会
」
が
去
る
、

8
月
28
日
（
日
）
、
秩
父
地

域
在
住
学
生
対
象
の
「
サ
ロ

ン
」
並
び
に
「
意
見
交
換
会
」

が
、
秩
父
市
内
の
農
園
ホ
テ

ル
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

秩
父
地
域
在
住
学
生
及
び
近

隣
の
有
識
者
20
名
が
参
加
し
、

松
崎

博
客
員
教
授
の
「
サ

ロ
ン
・
秩
父
特
別
版
」
に
よ

る
講
演
の
後
、
意
見
交
換
会

が
行
わ
れ
、
放
送
大
学
に
対

す
る
意
見
や
要
望
な
ど
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

○
東
京
文
京
学
習
セ
ン
タ
ー

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

放
送
大
学
東
京
文
京
学
習

セ
ン
タ
ー
は
、
建
て
替
え
工

事
の
た
め
移
転
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
校
舎
完
成
を
迎

え
、
９
月
15
日
か
ら
茗
荷
谷

に
戻
り
ま
し
た
。
建
物
は
、

地
上
6
階
地
下
1
階
か
ら
な

り
、
筑
波
大
学
と
の
合
築
棟

で
、
図
書
館
な
ど
の
利
用
方

法
が
変
わ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

「
私
の
戦
争
体
験
」

66
回
目
の
終
戦
記
念

日
を
迎
え
た
８
月
15
日
、

今
年
も
「
戦
没
者
追
悼

式
」
が
開
か
れ
、
戦
争

で
犠
牲
と
な
っ
た
約
３

１
０
万
人
の
冥
福
を
祈

り
、
平
和
へ
の
誓
い
を
新
た
に

し
た
。

当
時
４
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

の
私
は
母
と
一
緒
に
列
車
で
疎

開
地
の
熊
本
に
向
か
っ
て
い
た
。

突
然
、
進
行
方
向
に
爆
音
が
上

が
り
、
列
車
は
急
停
車
を
し
た
。

機
関
車
は
真
っ
赤
な
炎
と
黒
煙

に
包
ま
れ
て
い
た
。
「
す
ぐ
、

こ
の
列
車
か
ら
離
れ
て
、
向
こ

う
の
丘
の
防
空
壕
に
退
去
せ
よ
」

と
い
う
伝
令
に
、
あ
わ
て
て
列

車
の
乗
降
口
か
ら
外
に
飛
び
降

り
よ
う
と
す
る
が
、
線
路
際
ま

で
の
砂
利
ま
で
が
幼
児
の
私
に

は
あ
ま
り
に
も
遠
く
、
足
が
す

く
ん
で
し
ま
っ
た
。
母
の
広
げ

た
両
腕
め
が
け
て
意
を
決
し
て

飛
び
込
ん
だ
が
、
足
を
く
じ
い

て
動
け
な
く
な
っ
た
。
し
ば
ら

く
車
輪
の
陰
に
身
を
潜
め
、
敵

機
の
グ
ラ
マ
ン
が
遠
ざ
か
る
の

を
待
っ
て
、
防
空
壕
目
指
し
て

走
ろ
う
と
す
る
が
、
足
が
ず
き

ず
き
痛
ん
で
走
れ
な
い
。
「
だ

れ
か
こ
の
子
を
」
と
母
が
必
死

で
叫
ん
で
い
る
と
、
若
い
兵
隊

さ
ん
が
私
を
背
負
い
、
母
の
手

を
引
い
て
防
空
壕
ま
で
走
っ
て

く
れ
た
。
や
っ
と
壕
に
飛
び
込

ん
だ
瞬
間
、
背
後
に
機
関
銃
の

弾
が
土
煙
を
あ
げ
て
い
た
。
一

瞬
の
差
で
命
拾
い
を
し
た
の
だ
。

防
空
壕
か
ら
列
車
へ
の
帰
り
道

に
は
、
逃
げ
遅
れ
た
女
性
た
ち

の
死
体
が
点
々
と
横
た
わ
っ
て

い
た
。
こ
の
風
景
だ
け
は
、
66

年
た
っ
た
今
で
も
頭
に
こ
び
り

つ
い
て
離
れ
な
い
。笹
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放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

学生手帳

第
５
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

7
日
「
語
座
」
読
み
語
り
公
演

「
羅
生
門
・
蕗
問
答
」

８
日

公
開
講
演
会

「
世
界
か
ら
み
る
日
本
の
教
育
」

講
師

二
宮
副
学
長

今
回
は
、
放
送
大
学
埼
玉
C
S

C
交
流
会
代
表
で
、
熟
年
会
代
表

と
し
て
も
活
躍
中
の
今
福
佐
喜
男

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ

放
送
大
学
に
入
ら
れ
た
の
は

い
つ
か
ら
で
す
か
。

Ａ

昭
和
62
年
、
文
京
学
習
セ
ン

タ
ー
で
す
。
履
修
科
目
は
ス
ペ
イ

ン
語
で
し
た
。
動
機
は
、
そ
の
頃

飲
み
友
達
の
美
人
講
師
（
フ
エ
リ

ス
大
・
ス
ペ
イ
ン
語
）
か
ら
ス
ペ

イ
ン
語
を
習

っ
て
い
ま
し
た
。

仲
間
に
、
N

H
K
の
目
方
頼
子

ア
ナ
、
朝
日

新
聞
池
内
副
社
長

な
ど
が
居
ま

し
た
。
こ
の
会
が

一
年
ほ
ど
で
解
散
し
た
の
で
、
放

送
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。
そ
の

後
定
年
退
職
し
た
の
で
、
平
成
9

年
全
科
履
修
生
と
し
て
10
年
振
り

に
再
入
学
し
ま
し
た
。

Ｑ

長
く
学
習
を
続
け
て
こ
ら
れ

た
理
由
や
秘
訣
は
。

Ａ

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
興
味
が

あ
り
、
月
謝
が
安
く
、
好
き
な
時

に
学
べ
る
、
サ
ー
ク
ル
活
動
が
で

き
る
な
ど
で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
は

登
山
と
ス
キ
ー
（
茗
峰
会
）
、
熟

年
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
学
生

に
も
多
く
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
居

り
、
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

Ｑ

源
氏
物
語
に
つ
い
て
造
詣
が

深
い
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
。

Ａ

千
年
も
前
に
す
ご
い
作
品
が

書
か
れ
た
な
と
感
激
す
る
の
み
で

す
。
本
を
開
い
て
る
と
幸
福
感
に

浸
り
豊
か
な
気
分
に
な
れ
ま
す
。

学
校
で
は
、
月
2
回
『
源
氏
物
語
』

の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
は
國
學
院
大
學
の
秋
澤

亙
教
授
（
博
士
）
の
講
義
も
受
講

し
て
ま
す
。
本
校
の
面
接
授
業
担

当
教
授
の
島
内
景
二
博
士
か
ら
頂

い
た
書
簡
に
「
卒
業
研
究
に
着
手

さ
れ
る
そ
う
で
す
が
、
何
よ
り
の

こ
と
で
す
。
私
か
ら
、
一
つ
だ
け
、

そ
し
て
一
回
だ
け
、
今
福
さ
ん
に

助
言
い
た
し
ま
す
。
卒
業
研
究
着

手
を
決
断
し
た
今
と
な
っ
て
は
、

腰
を
下
ろ
し
て
、
じ
っ
く
り
と
孤

独

に
書

斎
で

『
源

氏
物

語
』

の

「
原
文
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
さ
る

こ
と
を
強
く
お
勧
め
し
ま
す
。
」

と
あ
り
今
で
も
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

Ｑ

放
送
大
学
在
学
中
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
は
。

Ａ

ア
メ
リ
カ
の
９
・
11
事
件
で

す
。
卒
業
研
究
を
纏
め
て
い
た
深

夜
偶
然
N
H
K
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ

チ
を
入
れ
た
ら
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ

ル
に
航
空
機
が
突
っ
込
む
場
面
で

し
た
。

Ｑ

C
S
C
活
動
に
つ
い
て
今
後

の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

Ａ

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
（
学
園
祭
）

に
は
多
く
の
学
生
に
参
加
し
て
欲

し
い
。
地
域
住
民
の
方
々
に
も
参

加
し
て
も
ら
い
盛
り
上
げ
た
い
。

サ
ー
ク
ル
活
動
を
盛
ん
に
し
て
欲

し
い
。
C
S
C
交
流
会
と
し
て
そ

の
お
手
伝
い
を
し
た
い
。

（
文
責
若
松
）

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

今
福
佐
喜
男

さ
ん

10
月
７
日
（
金
）
〜
８
日
（
土
）
に
開
催
の

第
５
回
フ
ェ
ス
タ
の
全
容
が
固
ま
る
！

オ
カ
リ
ナ
演
奏

一
〇
月
七
日
（
金
）

一
〇
月
八
日
（
土
）

二
日
間
共
通

イ
ベ
ン
ト

Ｐ
Ｃ
初
心
者
教
室

健
康
体
操

社
交
ダ
ン
ス

2
学
期

入
学
者
の
集
い

学
生
研
修
旅
行

卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式

サ
ロ
メ

鑑
賞

語
座
公
演

映
画
鑑
賞

絵
手
紙
教
室

公
開
講
演
会

三
郷
校
開
校

サ
ロ
ン
秩
父
開
催

豊
な
自
然
環
境
に
抱
か
れ

て
仲
間
と
一
緒
に
・
・
・

Ｊ
Ｒ
瀬
田
駅
か
ら
バ
ス
で
約
８
分
、

滋
賀
学
習
セ
ン
タ
ー
は
龍
谷
大
学
瀬

田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
、
ま
さ
に
豊
な

自
然
環
境
に
抱
か
れ
て
佇
ん
で
い
た
。

今
回
の
訪
問
は
同
窓
会
連
合
会
全
国

化
推
進
委
員
と
し
て
の
役
目
で
、
新

同
窓
会
設
立
の
た
め
に
、
和
田
委
員

長
と
津
野
京
都
同
窓
会
会
長
と
と
も

に
、
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
会
議
で
全

国
化
を
説
明
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ

た
。現

在
、
滋
賀
に
は
心
理
学
サ
ー
ク

ル
、
学
友
会
、
山
遊
会
、
み
ず
と
り

の
会
、
テ
ニ
ス
愛
好
会
、
お
ま
つ
り

慢
訪
の
６
サ
ー
ク
ル
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
学
友
会
が
ひ
と

つ
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
が
、
他
の
サ
ー
ク
ル

も
自
由
に
楽
し
く
、
仲
間
と
一
緒
に

放
送
大
学
を
満
喫
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
、
私
た
ち
を
快
く
出

迎
え
て
下
さ
っ
た
佐
藤
セ
ン
タ
ー
所

長
の
大
変
き
さ
く
で
穏
や
か
な
お
人

柄
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
サ
ー
ク
ル

の
自
由
な
活
動
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
え
た
。
同
窓
会
の
全
国

化
も
、
50
学
習
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
滋

賀
を
含
め
て
残
す
と
こ
ろ
５
つ
と
な
っ

て
い
る
。
私
た
ち
の
説
明
で
、
滋
賀

学
習
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
ク
ル
の
皆
様

に
、
同
窓
会
と
全
国
化
の
必
要
性
を

感
じ
て
い
た
だ
け
た
だ
ろ
う
か
。

今
回
の
訪
問
で
感
じ
た
こ
と
は
、

豊
な
自
然
環
境
も
羨
ま
し
か
っ
た
が
、

そ
れ
に
も
増
し
て
羨
ま
し
く
思
っ
た

の
は
セ
ン
タ
ー
所
長
を
始
め
と
す
る

人
的
環
境
の
豊
か
さ
で
あ
っ
た
。

翻
っ
て
、
私
た
ち
が
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
で
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
活

動
を
続
け
て
い
か
れ
る
の
も
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
人
的
環
境
の
豊

か
さ
の
お
陰
と
、
改
め
て
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
に
な
っ
た
。
（
森
岡
）

文
京
セ
ン
タ
ー

新
装
オ
ー
プ
ン

探
訪
コ
ー
ナ
ー
第
十
四
回

滋
賀
学
習
セ
ン
タ
ー



10
月
20
日
（
木
）

12
時
、
六
本
木
の
サ
ン
ト

リ
ー
ホ
ー
ル
の
カ
ラ
ヤ
ン

広
場
に
集
合
。

・
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
で
の

「
オ
ル
ガ
ン
演
奏
」

・
国
立
新
美
術
館
で
「
モ
ダ

ン
・
ア
ー
ト
・
ア
メ
リ
カ

ン
展
」

11
月
24
日
（
木
）

10
時
15
分
、
上
野
の
東
京

文
化
会
館
ロ
ビ
ー
に
集
合
。

・
東
京
芸
大
で
の
「
モ
ー
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
」

・
国
立
西
洋
美
術
館
で
「
ゴ

ヤ
展
」

10
月
定
例
勉
強
会

10
月
１
日
（
土
）

健
康
体
操
研
究
会
フ
ェ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

「Y
o
u
t
h
f
u
l
b
e
a
u
t
i
f
u
l

健
康
体
操
」

10
月
8
日
（
土
）
12
時
〜
13

時
30
分

8
階
講
堂
に
て

健
康
体
操
研
究
会
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
か
れ
ま
す
。

身
も
心
も
若
く
美
し
く
！

見
た
目
の
若
さ
は
、
健
康
か

ら
で
す
！

ど
な
た
で
も
即
興
で
参
加

で
き
る
ダ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。

健
康
体
操
の
後
は
、
す
っ
き

り
軽
や
か
に
！

か
つ
て
の
若
者
た
ち
が
、

皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
！

○
勉
強
会

10
月
11
日
（
火
）
比
企
一
族

11
月
8
日
（
火
）
茶
の
湯

○
イ
ベ
ン
ト

10
月
27
日
（
木
）
吉
見
百
穴

一
泊
旅
行

○
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会

初
心
者
コ
ー
ス

10
月
19
日
（
水
）
・
26
日

（
水
）

一
般
コ
ー
ス

10
月
18
日
（
火
）
以
降
毎
週

火
曜
日
（
第
2
火
曜
日
を

除
く
）

10
月
７
日
（
金
）
絵
手
紙
体

験
教
室
（
フ
ェ
ス
タ
参
加
）

9
階
第
2
講
義
室
午
前
10

時
か
ら

10
月
14
日
（
金
）
深
谷
散
策

10
月
４
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
９
階

第
５
講
義
室

11
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
９
階

第
５
講
義
室

９
月
25
日
（
日
）
卒
業
式

11
時
８
階
講
堂
に
て

10
月
２
日
（
日
）
入
学
者
の

集
い
13
時
30
分
８
階
講
堂

に
て
学
歌
斉
唱
し
ま
す
、

皆
様
ご
参
加
下
さ
い

卒
業
と
入
学
の
季
節
を
迎
え
ま

し
た
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
に
は
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
新
入
生
の
方
々
、
初
心
忘

れ
ず
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
フ
ェ
ス

タ
が
始
ま
り
ま
す
。
フ
ェ
ス
タ
は
、

在
学
生
、
卒
業
生
、
教
職
員
が
交

流
を
深
め
る
良
い
機
会
で
す
。
積

極
的
に
参
加
し
て
、
キ
ャ
ン
パ
ス

ラ
イ
フ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
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蔵
王
山
ざ
ん
げ
坂

家
内
と
結
婚
を
間
近

か
に
し
た
或
る
日
、
山

形
県
側
か
ら
蔵
王
山
頂

を
目
指
し
ま
し
た
。
我
々

二
人
の
将
来
を
祝
う
如

く
好
天
に
恵
ま
れ
山
上

の
お
釜
を
眺
め
下
山
の

途
に
つ
い
た
。
途
中
の

ざ
ん
げ
坂
の
急
な
下
り

に
さ
し
か
か
る
と
、
後

ろ
に
い
た
婚
約
者
が

「
ひ
ゃ
ー
」
と
い
う
悲

鳴
を
あ
げ
て
す
べ
り
落

ち
て
き
て
、
私
の
そ
ば

を
す
り
抜
け
、
下
の
立

木
に
つ
か
ま
っ
て
や
っ

と
止
ま
っ
て
恨
め
し
げ

な
目
付
き
で
私
を
見
上

げ
る
の
で
し
た
。

こ
の
時
私
は
身
を
呈

し
て
受
け
止
め
二
人
で

転
げ
落
ち
る
べ
き
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
以
来
私
は
「
信
頼
で

き
な
い
男
」
と
い
う
レ
ッ

テ
ル
を
貼
ら
れ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。
私
に

言
わ
せ
れ
ば
「
山
登
り

は
同
行
者
に
迷
惑
を
か

け
な
い
、
同
行
者
に
は

迷
惑
を
か
け
ら
れ
た
く

な
い
」
と
い
う
こ
と
を

信
条
に
し
て
来
ま
し
た
。

山
登
り
に
限
ら
ず
、
家

庭
生
活
で
も
社
会
生
活

で
も
咄
嗟
の
判
断
を
求

め
ら
れ
る
時
が
あ
り
ま

す
。こ

の
ざ
ん
げ
坂
で
私

は
ど
の
よ
う
に
対
処
す

べ
き
だ
っ
た
の
か
諸
賢

の
ご
意
見
を
伺
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

遥
か
な
る
山
の
呼
び
声

仙
台
に
勤
務
し
て
い

た
頃
の
こ
と
で
す
。
会

社
の
昼
食
を
早
々
に
切

り
上
げ
、
近
く
の
デ
パ
ー

ト
の
屋
上
に
駆
け
つ
け
、

備
え
付
け
の
望
遠
鏡
に

か
じ
り
つ
き
、
か
っ
て

登
っ
た
近
郊
の
山
頂
を

眺
め
、
新
雪
を
い
た
だ

い
た
り
、
風
が
吹
き
荒

れ
た
る
様
を
見
て
思
い

出
に
ひ
た
る
の
を
日
課

と
し
て
い
ま
し
た
。

邪
道
な
山
行

若
さ
に
ま
か
せ
て
ピ
ー

ク
を
目
指
し
た
対
象
と

し
て
大
菩
薩
連
嶺
と
蓼

科
山
を
思
い
出
し
ま
し

た
。
大
菩
薩
連
嶺
は
嵯

峨
塩
鉱
泉
か
ら
雁
の
原

摺
、
小
金
沢
山
を
経
て

大
菩
薩
峠
ま
で
の
長
い

尾
根
道
で
す
。
中
里
介

山
の
「
大
菩
薩
峠
」
で

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

途
中
ほ
と
ん
ど
休
憩

な
し
の
日
帰
り
山
行
で

し
た
。
蓼
科
山
は
円
錐

形
の
格
好
の
い
い
山
で
、

山
頂
は
大
き
な
石
が
ゴ

ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
る

だ
け
の
円
形
の
広
地
で

す
。
山
麓
か
ら
の
バ
ス

の
時
間
に
追
わ
れ
て
山

頂
滞
在
五
分
と
い
う
慌

た
だ
し
い
山
行
で
し
た
。

山
名
に
魅
せ
ら
れ
て

（
雨
飾
山
、
瑞
牆
山
、

空
木
岳
）

山
名
の
美
し
さ
に
魅

か
れ
て

登
っ
た

山
々
。

雨
飾
山
・

可
愛
ら
し
い
山
で
、
左

右
に
平
均
の
と
れ
た
肩

を
長
く
張
っ
て
そ
の
上

に
猫
の
耳
の
よ
う
に
二

つ
の
ピ
ー
ク
を
持
ち
、

す
っ
き
り
と
た
た
ず
ん

で
い
ま
し
た
。

瑞
牆
山
・
瘤
岩
と
呼

ば
れ
た
ほ
ど
大
き
な
岩

の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
立
っ
て
い

る
山
で
さ
ま
ざ
ま
な
形

の
岩
峰
が
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

空
木
岳
・
中
央
ア
ル

プ
ス
の
南
半
分
の
最
高

峰
で
植
物
の
ウ
ツ
ギ
に

由
来
す
る
と
言
わ
れ
、

山
頂
か
ら
の
眺
め
は
素

晴
ら
し
い
。

日
本
で
一
番
奥
深
い
山

深
田
久
弥
は
平
ガ
岳

は
利
根
源
流
地
域
の
最

高
峰
で
、
日
本
で
一
番

奥
深
い
山
で
あ
る
と
評

価
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

挑
戦
し
た
処
、
途
中
で

道
に
迷
い
山
中
で
ビ
バ
ー

ク
し
敗
退
。
後
日
再
挑

戦
の
末
無
事
山
頂
に
達

し
、
広
々
と
し
て
桃
源

郷
の
静
け
さ
に
ひ
た
り

下
山
の
途
に
つ
き
ま
し

た
。

北
八
つ
へ
の
誘
い

「
日
本
百
名
山
」
で
は

八
ヶ
岳
は
権
現
山
を
と

り
あ
げ
て
い
ま
す
。
八
ヶ

岳
は
北
沢
岳
を
は
さ
ん

で
峨
々
た
る
八
ヶ
岳
本

峰
と
白
樺
と
湖
の
北
八

つ
岳
に
分
か
れ
て
お
り
、

私
は
北
八
つ
の
静
か
な

山
相
（
想
）
に
魅
か
れ

て
、
登
山
と
い
う
よ
り

は
逍
遥
と
い
う
感
じ
で

何
度
も
通
っ
た
も
の
で

し
た
。

私
の
北
ア
（
剣
岳
・
後

立
て
山
連
峰
）

剣
岳
・
今
迄
経
験
し
た

山
々
と
は
別
の
山
塊
が

あ
り
ま
し
た
。
岩
に
鎧

わ
れ
た
豪
放
、
峻
烈
、

高
邁
な
風
格
に
接
し
、

厳
し
い
山
頂
を
踏
ん
で

岩
の
感
触
を
満
喫
し
た

山
行
で
し
た
。

後
立
山
連
峰
・
白
馬

岳
か
ら
唐
松
岳
五
竜
岳

を
経
て
鹿
島
槍
ヶ
岳
に

至
る
縦
走
は
長
年
の
夢

で
あ
り
、
鹿
島
槍
の
双

耳
峰
を
き
わ
め
針
の
木

峠
へ
下
り
た
時
は
、
し

ば
し
世
俗
を
離
れ
た
よ

う
な
気
分
に
な
り
ま
し

た
。

残
雪
の
尾
瀬

広
大
な
尾
瀬
ヶ
原
を

挟
ん
で
東
西
に
対
立
し

て
い
る
燧
岳
と
至
仏
山

に
登
っ
た
時
の
こ
と
で

す
。
山
の
鼻
小
屋
に
泊

ま
り
、
早
朝
至
仏
山
を

目
指
し
て
小
屋
を
出
た

と
こ
ろ
、
一
匹
の
犬
が

私
の
後
を
つ
い
て
来
ま

し
た
。
迷
い
犬
ら
し
く
、

乏
し
い
食
料
を
分
け
合
っ

て
残
雪
の
尾
瀬
ヶ
原
で

行
動
を
と
も
に
し
ま
し

た
が
、
山
麓
の
部
落
に

つ
い
た
ら
自
分
の
家
が

見
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
、
い
つ
の
間
に
か

姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
犬
と
歩
い
た
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
山
行
で

し
た
。

（
続
く
）

投
稿
コ
ー
ナ
ー

山
恋

二四
倉

光

サ
ー
ク
ル
案
内

編
集
後
記

元
禄
二
年
三
月
二
十
七
日
、

江
戸
を
出
発
し
た
芭
蕉
と
曽
良

は
、
五
月
八
日
（
陽
暦
六
月
二

十
四
日
）
つ
い
に
多
賀
城
の
碑

の
前
に
到
着
し
た
。
こ
の
碑
は
、

芭
蕉
た
ち
の
訪
れ
る
三
十
年
ほ

ど
前
に
土
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ

た
も
の
で
、
当
時
は
古
歌
に
詠

ま
れ
て
い
る
歌
枕
「
壺
の
碑
」

で
あ
る
と
喧
伝
さ
れ
て
い
た
。

芭
蕉
の
あ
こ
が
れ
の
人
西
行

の
歌
に
も
「
陸
奥
の
お
く
ゆ
か

し
く
ぞ
お
も
ほ
ゆ
る
壷
の
碑
外

の
浜
風
」
（
『
山
家
集
』
）
が

あ
る
。
そ
れ
ま
で
訪
れ
た
各
地

の
歌
枕
で
変
わ
り
果
て
た
そ
の

姿
に
失
望
を
重
ね
て
き
た
芭
蕉

は
、
苔
に
覆
わ
れ
た
古
色
蒼
然

た
る
こ
の
碑
を
見
る
こ
と
が
で

き
て
感
慨
一
入
で
あ
っ
た
。

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
本
文
で
は

そ
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。

壺
の
碑
市
川
村
多
賀
城
に
有
り
。

壺
の
石
ぶ
み
は
、
高
さ
六
尺

余
、
横
三
尺
ば
か
り
か
。
苔
を

穿
ち
て
文
字
幽
か
な
り
。
（
中

略
）
昔
よ
り
詠
み
置
け
る
歌
枕

多
く
語
り
伝
ふ
と
い
へ
ど
も
、

山
崩
れ
、
川
流
れ
て
、
道
改
ま

り
、
石
は
埋
も
れ
て
土
に
隠
れ
、

木
は
老
い
て
若
木
に
代
は
れ
ば
、

時
移
り
、
代
変
じ
て
、
そ
の
跡

た
し
か
な
ら
ぬ
事
の
み
を
、
こ

こ
に
至
り
て
疑
ひ
な
き
千
歳
の

記
念
、
今
眼
前
に
古
人
の
心
を

閲
す
。
行
脚
の
一
徳
、
存
命

の
喜
び
、
羇
旅
の
労
を
忘
れ
て
、

涙
も
落
つ
る
ば
か
り
な
り
。

当
時
、
こ
の
碑
は
「
壺
の
碑
」

と
信
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

後
の
研
究
結
果
で
、
こ
れ
は

「
多
賀
城
修
復
の
記
念
碑
で
あ

り
、
歌
枕
の
壺
の
碑
で
は
な
い
」

と
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
で

は
「
壺
の
碑
」
は
ど

こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う

か
。
西
行
が
「
外
の

浜
」
（
青
森
県
津
軽

地
方
の
浜
と
い
わ
れ
て
い
る
）

と
並
べ
て
詠
ん
で
い
る
所
を
見

る
と
宮
城
の
多
賀
城
で
は
な
ん

と
し
て
も
地
理
的
に
離
れ
す
ぎ

て
い
る
感
じ
が
す
る
。

戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
十
四

年
、
青
森
県
東
北
町
で
「
日
本

中
央
」
と
記
し
た
碑
が
発
見
さ

れ
た
。
近
く
に
は
「
坪
」
や

「
石
文
」
な
ど
の
地
名
が
あ
っ

て
、
碑
文
も
『
袖
中
抄
』
の
記

述
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
れ
こ

そ
「
壺
の
碑
」
と
言
わ
れ
た
が
、

坂
上
田
村
麻
呂
が
青
森
ま
で
は

遠
征
し
て
い
な
い
と
い
う
史
実

も
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
「
壺

の
碑
」
と
は
断
定
さ
れ
て
い
な

い
。芭

蕉
の
喜
び
は
今
か
ら
い
え

ば
誤
解
に
基
づ
く
糠
喜
び
で
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

の
多
賀
城
碑
は
、
天
平
宝
字
六

年
（
７
６
２
）
に
建
て
ら
れ
た

歴
史
的
価
値
あ
る
古
碑
で
あ
る

こ
と
に
は
か
わ
り
が
な
い
。
苔

む
し
た
古
い
碑
が
持
つ
独
特
の

魔
力
が
、
芭
蕉
の
琴
線
に
響
き
、

詩
心
を
そ
そ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

横
道
に
そ
れ
る
が
、
歴
史
的

価
値
が
高
く
、
多
賀
城
碑
と
と

も
に
日
本
三
古
碑
と
称
さ
れ
て

い
る
栃
木
県
の
那
須
国
造
碑
と

群
馬
県
の
多
胡
碑
も
訪
ね
る
機

会
が
あ
っ
た
。
前
者
は
「
郡
」

が
誕
生
す
る
前
に
「
評
」
と
い

う
地
方
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
、
水
戸
光
圀
公
の

指
示
も
あ
っ
て
、
神
社
の
ご
神

体
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
い
る
。

後
者
は
中
国
六
朝
時
代
の
書
風

を
伝
え
る
も
の
と
し
て
覆
堂
に

格
納
さ
れ
、
大
切
に
保
存
さ
れ

て
い
る
。

細
道
あ
ち
ら
こ
ち
ら

三

若
松

豊

宇
宙
人
に
出
会
っ
た
よ
う

な
話
。

○
か
れ
こ
れ
50
年
前
半
世
紀

も
昔
の
話
で
、
何
処
に
で
も

あ
る
片
田
舎
で
の
少
年
時
代

の
こ
と
で
す
。

当
時
バ
ス
通
り
は
砂
利
道

で
、
４
〜
５
㌔
を
中
学
校
ま

で
自
転
車
通
学
で
し
た
。

初
夏
の
零
れ
日
の
中
を
、

自
転
車
を
押
し
な
が
ら
帰
っ

て
く
る
少
年
が
い
た
。

あ
る
時
、
胸
元
に
何
か
飛

び
つ
い
た
よ
う
だ
、
何
だ
ろ

う
？

バ
ッ
タ
で
も
な
い
し

蜂
で
も
な
い
。
見
た
こ
と
も

な
い
小
動
物
な
の
だ
、
お
互

い
に
見
合
っ
て
い
る
、
逃
げ

る
様
子
も
な
い
。

大
き
さ
は
５
ミ
リ
程
度
と

か
な
り
小
さ
い
、
お
よ
そ
蝉

に
も
似
て
い
る
が
、
角
が
生

え
て
い
る
。

奇
妙
な
物
を
見
た
な
ぁ
と
、

も
し
か
し
て
宇
宙
人
か
と
考

え
た
り
し
て
い
た
。

そ
の
小
動
物
は
角
蝉
で
あ

る
と
知
っ
た
の
は
数
十
年
も

経
っ
た
、
ず
っ
と
後
の
こ
と

だ
っ
た
．

○
里
山
か
ら
続
く
森
の
自
然

豊
か
な
環
境
で
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
。
山
桃
の
実
が
な

り
、
ア
ケ
ビ
が
な
る
、
山
菜

や
キ
ノ
コ
も
豊
富
で
種
類
が

多
い
。
キ
ノ
コ
は
と
に
か
く

歩
い
て
探
し
、
憶
え
て
お
け

ば
、
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
所
に
生

え
て
き
ま
す
。

地
面
の
穴
か
ら
何
か
が
動

い
た
、
何
だ
ろ
う
？

丁
度

ク
ル
ミ
程
度
の
大
き
さ
で
足

が
あ
る
。
２
本
足
で
立
ち
歩

い
て
い
る
、
手
も
あ
る
し
耳

も
目
も
口
も
あ
る
、
だ
が
首

は
な
い
よ
う
だ
。
全
体
と
し

て
丸
く
ク
ル
ミ
に
似
て
い
る
。

か
な
り
忙
し
そ
う
に
手
を

動
か
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
に

気
付
く
様
子
も
な
い
。

い
や
ぁ
、
奇
妙
な
生
き
物

を
見
た
な
ぁ
と
、
も
し
か
し

て
宇
宙
人
か
と
考
え
た
り
思
っ

て
も
み
た
。

そ
の
小
動
物
は
ヤ
マ
ネ
の
子

供
だ
と
知
っ
た
の
は
数
十
年

も
経
っ
た
、
ず
っ
と
後
の
こ

と
だ
っ
た
。

最
近
、
D
N
A
調
査
に
よ

る
と
山
陰
日
本
海
に
浮
か
ぶ

隠
岐
ノ
島
に
生
息
す
る
ヤ
マ

ネ
は
５
万
年
前
に
分
科
し
た

独
立
種
で
あ
る
と
の
報
道
が

あ
っ
た
。

ア
ニ
メ
映
画
で
は
よ
く
似

た
の
を
見
た
り
し
ま
す
が
、

本
物
の
ヤ
マ
ネ
の
子
供
を
見

た
人
は
少
な
く
希
で
し
ょ
う
。

も
し
も
ヤ
マ
ネ
の
子
供
に
出

会
っ
た
ら
宇
宙
人
と
思
っ
て

も
構
い
ま
せ
ん
よ
。

よ
も
や
ま
話よ

ろ
ず
や

サ
ー
ク
ル
お
お
み
や

古
文
書
を
読
む
会

健
康
体
操

放
送
大
学
熟
年
会

未
来
の
会

朗
読
の
会
（
こ
こ
ろ
）

同
窓
会

俳
句

古
代
蓮
こ
こ
は
天
上
世
界
か
と

十

詩

子
等
の
手
の
と
ど
く
ば
か
り
の
星
月
夜

保

子

夏
雲
の
沸
き
立
つ
姿
た
の
も
し
き

智

子

雨
の
音
し
と
し
と
し
と
と
苔
の
花

明

美

脱
ぎ
だ
し
た
緑
の
鎧
夏
あ
ざ
み

由

美

か
っ
ぽ
れ
の
鉢
巻
揃
い
夏
祭
り

八
重
子

更
衣
昨
日
と
違
う
君
が
い
る

春

江

夏
至
の
日
や
峠
を
越
え
る
雲
の
峰

光

娥

平
成
の
世
も
美
し
き
扇
か
な

と
く
江

（
つ
み
草
）

川
柳

永
田
町
エ
レ
ジ
ー

四
倉

光

秋
空
に
極
楽
ト
ン
ボ
の
永
田
町

空
蝉
の
わ
め
き
も
む
な
し
永
田
町

大
震
災
ど
こ
吹
く
風
と
永
田
町


